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《内閣府 男女共同参画局から》

●平成25年度男女共同参画週間のキャッチフレーズを決定しました(4月12日)

●上場企業における役員への女性登用状況等の情報開示に関して、「コーポレート・ガバナンスに
関する報告書」の記載要領が改訂されました。(4月18日)

●「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針（案）」についてご意見を募集しています（
本日まで！）

●「第57回国連婦人の地位委員会（CSW）等について聞く会」を開催します(5月7日)

●広報誌「共同参画」読者アンケートを実施しています！（5月31日まで）

《お知らせ》

●第5回アフリカ開発会議（TICAD5）公式サイドイベント:シンポジウム「女性の活躍と経済成長」
を開催します（5月31日）

------------------------------------------------------------
《内閣府 男女共同参画局から》

●平成25年度男女共同参画週間のキャッチフレーズを決定しました(4月12日)

　男女共同参画推進本部では、「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平成11年6月23日
を踏まえ、毎年6月23日から29日までの1週間を「男女共同参画週間」として、様々な取組を通じ、
男女共同参画社会基本法の目的や基本理念について理解を深めることを目指しています。
　平成25年度は「男女共同参画を推進する、特に、女性が様々な分野で活躍することにより、日本
が元気になることが伝わるようなキャッチフレーズ」を募集し、応募総数3,290点の中から、審査の
結果、以下の作品を選びました。〔募集期間：1月15日～2月28日〕 

・最優秀作品「紅一点じゃ、足りない。」　安本 実織 様（兵庫県）

・優秀作品(2点)「女性が輝く、ニッポンが輝く。」　田村 峻哉 様（東京都）
　　　　　　　 「男だけでも、女だけでも、満点はとれない。」　林 次郎 様（東京都）

　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共
同参画社会」を実現するためには 政府や地方公共団体だけでなく、国民のみなさん一人ひとりの取
組が必要です。
　私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか？ 

【参考】男女共同参画週間　http://www.gender.go.jp/public/week/week.html

●上場企業における役員への女性登用状況等の情報開示に関して、「コーポレート・ガバナンスに
関する報告書」の記載要領が改訂されました。(4月18日)

内閣府男女共同参画局では、企業における女性の活躍が一層進むよう、「見える化」を柱の一つに
取り組んでいます。
4月18日、上場企業が作成を求められる「コーポレート・ガバナンスに関する報告書」において、役
員への女性の登用状況の開示が促されるよう、東京証券取引所等各金融商品取引所が「記載要領」
を改訂しました。
これは、昨年12月に取りまとめられた、資本市場における「見える化」に関する有識者会議の報告
を踏まえた取組の一つです。
女性の活躍状況の開示に係る「記載要領」改訂の詳細については、東京証券取引所のホームページ
をご覧ください。
http://www.tse.or.jp/news/09/130418_a.html

●「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針（案）」についてご意見を募集しています（



本日まで！）

　内閣府男女共同参画局では、東日本大震災を含む過去の災害対応における経験を基に、男女共同
参画の視点から、必要な対策・対応について、予防、応急、復旧・復興等の各段階において地方公
共団体が取り組む際の指針となる基本的事項を示す取組指針（案）を作成しています。
　この度、取組指針（案）について、御意見を広く募集いたします。

　詳細はこちらを御覧ください。
　http://www.gender.go.jp/policy/saigai/ikenkoukan/ikn_03.html

●「第57回国連婦人の地位委員会（CSW）等について聞く会」を開催します(5月7日)

男女共同参画推進連携会議企画委員会が主催する、情報・意見交換会「聞く会」を、下記のとおり
開催します。
今回は、米国・ニューヨークで3月に開催された「第57回国連婦人の地位委員会（CSW）」につい
て、現地でご参加された橋本ヒロ子さん（CSW日本代表）、平松昌子さん（国連NGO国内婦人委員会
副委員長）から成果報告をお聞きし、質疑応答等交えながら皆様でCSWの成果を学ぶ機会です。

日時：5月7日（火）13：30～14：30（受付13：00～）
会場：内閣府「講堂」
費用：無料
詳細：http://www.gender.go.jp/kaigi/renkei/ikenkoukan/59/
※会場の都合上、参加お申込が満席になり次第、受付を終了します。

●広報誌「共同参画」読者アンケートを実施しています！（5月31日まで）

　内閣府男女共同参画局が発行している月刊「共同参画」について、今後の参考とさせていただく
ため、5月31日までアンケートを実施しています。
　皆さまからのご意見を今後の紙面に反映させたいと考えていますので、率直なご感想・ご意見を
是非お寄せください！

広報誌「共同参画」　http://www.gender.go.jp/public/kyodosankaku/2012/201303/201303.html
アンケート回答フォーム　https://form.cao.go.jp/gender/opinion-0097.html
　

《お知らせ》

●第5回アフリカ開発会議（TICAD5）公式サイドイベント:シンポジウム「女性の活躍と経済成長」
を開催します（5月31日）

　第5回アフリカ開発会議が横浜で開催されるのにあわせ、女性の活躍と経済成長をテーマとしたシ
ンポジウムを開催します。

　記念講演ではマラウイ共和国の女性国家元首、ジョイス・バンダ大統領にご登壇いただき、女性
のエンパワーメントに向けた熱いメッセージをいただきます。
　第二部のパネルディスカッションでは、アフリカの女性起業家や支援組織の方々に、女性の起業
や経済効果について話し合っていただきます。
　「女性の活躍」をキーワードに、「ともに成長するパートナー」アフリカと日本の未来を考えま
せんか。
　皆様の参加をお待ちしています！

・日時　平成25年5月31日（金）　13:30～16:30
・場所　パシフィコ横浜アネックスホール（横浜市西区みなとみらい1-1-1）
・記念講演　ジョイス・バンダ　マラウイ共和国大統領
・定員　300名（事前申込制・FAX又はEメールで）／保育（予約制・無料）
・参加費　無料
・問い合わせ先　横浜市市民局男女共同参画推進課（電話045-671-2017）
・主催　横浜市、外務省（予定）、JICA
・後援　内閣府、経済産業省
・協力　UN Women（国連女性機関）日本国内委員会
・詳細URL　http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/danjo/ticad5josei/



==========================================================

●内閣府 男女共同参画局のホームページは、男女共同参画に関する総合的な情報提供サイトです。
男女共同参画社会基本法、男女共同参画基本計画、各種会議、女性のチャレンジ、女性に対する暴
力、少子化と男女共同参画等の取組に関する情報を提供しています。
 http://www.gender.go.jp

●男女共同参画局メールマガジンについて
男女共同参画局メールマガジンは、隔週金曜日に配信しています。
次号は、GW後の平成25年5月10日(金)に配信する予定です。
　　
==========================================================

●このメールは送信専用メールアドレスから配信されております。
このままご返信いただいてもお答えできませんのでご了承ください。 

□配信中止・配信先変更は、こちらから
　http://www.gender.go.jp/magazine/index.html 

□バックナンバーはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/magazine/backnumber.html

□このメールマガジンへのご意見・ご要望はこちらから 
　https://form.cao.go.jp/gender/opinion-0001.html

□内閣府 男女共同参画局ホームページはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/ 

※URLをクリックしてページが表示されない場合はURLをコピーして、ブラウザにURLを貼り付けてア
クセスしてください。
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